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ー、

「
河
川
美
化
と

生
活
排
水
対
策
を
考
え
る
」

現
在
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
濁

や
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
の
増
加

な
ど
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
起
因
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の

「
M
Y
T
O
W
N
か
わ
う
ち

環
境
美
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
但
」
は
、
中
で
も
河
川

の
水
質
汚
濁
問
題
を
と
り
あ
げ
、
専
門
の
講
師

の
先
生
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
河
川
美
化

と
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
多
く
の
町
民
の
皆
様
方
に
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
か
け
が
え
の
な
い

口タイムスケジュール

-主催者あいさつ

|記念講演附)I 

環境美化フォーラム

口基調報告:}川内町長 (15分)

口ディスカッション (120分)

憩

場

会

休

開

聞

13: 00 

13: 30 

13 : 40 

14 : 30 

14 : 40 

故
郷
を
守
る
た
め
に
、
ま
た
行
政
の

環
境
美
化
施
策
に
対
す
る
正
し
い
御

理
解
と
積
極
的
な
御
協
力
を
い
た
だ

く
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

日
時
三
月
八
日
倒
十
三
時
5
十
七
時

場

所

川

内

町

中

央

公

民

館

記

愈

講

演

。

講

師

今
井
通
子
(
い
ま
い

・
み
ち
こ
)

東
京
女
子
医
科
大
卒
。
医
学
博
士
。

女
性
と
し
て
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
最
大
北
壁
の
登
頂
に
成
功
す
る
。

著
書
に

「自
然
が
く
れ
た
か
と
き
め

き
。
人
生
」
ほ
か
多
数
が
あ
る
。

-閉会あいさつ

口お問い合わせ先

川内町役場総務課

TEL 66-2222 有線2111

入場無料(入場整理券は 2月中旬頃から、

役場にて配付)

ム
五
ム
一
品

閉

散

16 : 55 

17 : 00 

2 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

O
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

早
見
静
雄
(
は
や
み

・
し
ず
お
)

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
埼

玉
県
草
加
市
の
環
境
経
済
部
長
、
企

画
財
政
部
長
等
を
経
て
、
現
在
「
川

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
」
な
ど
地

域
振
興
を
テ

l
マ
と
し
て
活
躍
中
。

O
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

吉
村
彰
(
よ
し
む
ら
・あ
き
ら
)

東
京
大
学
農
学
部
卒
。
国
土
庁
長

官
官
房
審
議
官
等
を
経
て
現
在

(
財
)
家
計
経
済
研
究
所
専
務
理
事

な
ど
を
務
め
る
。



• 
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1月臨時町議会

圃場整備工事の

請負変更契約など

東
京
大
学
大
学
院
都
市
工
学
研
究

科
卒
。
新
潟
大
学
工
学
部
講
師
。
下

水
処
理
・
水
環
境
計
画
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
て
活
躍
中
。

高
石
ミ
ヤ
子
(
た
か
い
し
・
み
や
こ
)

川
内
町
婦
人
会
会
長

一
月
臨
時
町
議
会
は
、
去
る
一
月

二
十
七
日
開
会
し
、
議
案
二
件
、
報

告
二
件
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
原
案

ど
お
り
可
決
又
は
採
択
し
閉
会
し
ま

し
た
。

O
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
則
之
内

地
区
圃
場
整
備
工
事
(
第
三
工
区
)

請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

事
業
量

区
画
整
備
0
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

道
路
・
水
路
工
事
含
む

三
百
七
十
一
万
八
千
円

。
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

和
田
丸
地
区
圃
場
整
備
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て事

業
量

区
画
整
備

0
・
四
ヘ
ク

タ
ー
ル

工
事
内
容
変
更
含
む

二
百
六
十
万
四
千
円

そ
の
ほ
か
、
集
落
下
水
道

整
備
並
び
に
町
営
住
宅
の
改

築
、
公
園
新
設
に
つ
い
て
の

陳
情
及
び
福
祉
タ
ク
シ
ー
制

度
の
実
施
に
つ
い
て
の
陳
情

は
、
趣
旨
採
択
及
び
採
択
と

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

…
役
場
は
四
月
か
ら

…

…
第
二
・
第
四
土
曜
日
が

…

…

休

み

に

な

り

ま

す

…

…

役
場
は
、
四
月
か
ら
毎
月
第
二
・
日
曜
日
な
ど
休
日
に
、
役
場
本
庁

一

…
第
四
土
曜
日
を
休
み
と
す
る
「
土
曜
で
宿
日
直
が
行
っ
て
い
る
婚
姻
・
出

一

一
閉
庁
」
を
実
施
し
ま
す
。
生
・
死
亡
届
な
ど
の
受
げ
付
け
、
埋

一

一

す
で
に
、
国
・
愛
媛
県
を
初
め
全
火
葬
許
可
書
の
発
行
は
、
休
み
と
な
…

一
国
の
自
治
体
の
大
部
分
が
実
施
し
て
る
土
曜
日
も
行
い
ま
す
。

一

一
い
ま
す
が
、
本
町
で
も
、
四
月
か
ら
「
|
引
」
|
|
町
|
|
|
叶
」

一

…
毎
月
第
一
了

第

四

土

曜

日

が

休

み

に

寸

時

斗

l
咋

!

日

一

…

な

り

手

。

目

下

h
L
I
MI-
-
f…

…

し

か

し

、

次

の

職

場

に

つ

い

て

曜

石

川

一

日

間

一

一

言

今

ま

で

ど

お

り

業

務

を

行

い

ま

土

「

判

司

ー

づ

…

マ

。

一

日

マ

叫

寸

叫

|

1
叫
丈

一

住
民
の
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
と
了

jv十
ー
巾
|
|叫
L
e

一

司

J

一

「

ゴ

1
4

-
e

…
力

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

み

「

同

ト

凶

|

|

巴

川
木
寸
l
引

寸

|
則

|
|

J

1

一

一
す
。

、

一

刊

一

目

日

一

中
ア
い
γ
十
-
V
1

同
七

…

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
う
職
場

E
一

清

一

川

旧

二

一
o
ご

み

収

集

芋

ア

1
叩
十
ム

γ
l
r…

庄

工

一

月

一

日

日

二

…

o
中
央
公
民
館

4

「
ド
「
い
|
|巴吋

…
o
図

書

室

喰

l

同
一

m

m

二

9

0

小

・

中

学

校

伊

一

同

一

日

間

一

一

O
幼

稚

園

「

i
釦
斗
|
叶
叶
|

|
副
l

J

…

piih濯
F
i--el
i
l
i--
ir
ル
ル
リ
げ
リ
ル
い
~

3 
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て
ん
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3
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)

以

典

医

と

い

う

か

ら

、

明

治

天

皇

御

不

正

札・・・・・
L
F
h

司、.，
E
F
F

・-'・・
n
圃
圃
圃
E
L

・
747

、F
ノ
ヘ
q
d
J

玉

事

出

…

j
F
C
E
Z
J
6
4

説
(
御
病
気
)
の
時
は
全
力
を
尽
く
さ
れ
一

の
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
後
に
引

…

乃

木

将

軍

と

黒

尾

上

等

兵

東

谷

岨

従

六

位

勲

五

等

の

栄

誉

を

賜

り

大

正

四

…

J

年
十
二
月
、
六
十
歳
で
東
京
で
亡
く
'

…

自

由

と

平

和

主

義

の

新

し

い

教

育

を

そ

の

散

ず

申

し

た

保

典

小

隊

長

の

部

下

な

っ

て

い

る

。

…

珂

と

く

ぜ

一
受
け
て
い
る
戦
後
生
ま
れ
の
人
は
、
明
に
黒
尾
百
太
郎
が
い
た
。
百
太
郎
は
明
こ
の
岩
井
と
宮
内
省
御
用
掛
か
り
を
…

一
治
大
正
の
国
是
(
そ
の
国
の
、
国
政
上
治
十
六
年
九
月
、
則
之
内
村
、
一
ヶ
谷
、
勤
め
る
乃
木
将
軍
と
の
親
交
は
当
然
考
一

一
の
方
針
)
と
言
う
べ
き
，

E
聞
配
氏
、
黒
尾
役
次
の
一
人
息
子
と
し
て
生
ま
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
人
の
紹
介
で
百
太
一

一日
E
出
鵬
止
の
話
は
あ
ま
り
酔
恥
み
な
い
れ
、
三
十
六
年
松
山
二
十
二
連
隊
に
入
郎
の
軒
読
む
を
申
告
匙
し
て
頂
い
て
い
一

一ひ

や

し

せ

い

一
で
あ
ろ
う
が
、
乃
木
大
将
の
至
誠
と
厳
営
し
た
。
翌
三
干
七
年
に
満
洲
に
出
征
る
。
岩
井
家
の
墓
所
は
東
谷
安
国
寺
山
一

一
し
い
私
生
活
の
教
訓
は
、
い
つ
の
時
代
し
、
乃
木
保
典
小
隊
長
の
部
下
に
配
属
内
に
あ
る
の
で
、
貞
三
一
自
身
は
度
々
、
…

…
に
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
か
と
思
さ
れ
、
惜
し
い
か
な
八
月
二
十
四
日
の
墓
参
し
た
で
あ
ろ
う
が
乃
木
大
将
自
身
一

一

う

。

第

一
次
総
攻
撃
に
当
た
り
旅
順
望
台
付
が
果
た
し
て
こ
こ
ま
で
来
た
と
は
定
か
一

一

明

治

三

十

七

年

日

本

は

自

衛

上

や

む

近

で

壮

烈

な

戦

死

を

遂

げ

て

い

る

。

で

な

い

。

一

一
を
得
ず
日
露
戦
争
に
突
入
し
た
。
陸
上
」
中
古
叫
ん
(
死
ん
だ
と
き
の
歳
)
二
十
一
い
ず
れ
に
し
て
も
、
岩
井
の
尽
力
が
一

拍

ょ

う

さ

い

り

よ

じ

ゅ

ん

こ

う

ち

出
最
大
の
要
塞
は
旅
順
二

O
三
高
地
で
歳
、
翌
三
十
八
年
葬
儀
、
戒
名
勇
心
院
あ
っ
て
一
兵
卒
の
た
め
墓
標
銘
を
揮

一一竜町

…
(
敵
方
)
安
事
と
さ
れ
て
い
た
o

忠
道
義
敢
居
土
安
官
証
言
眠
る
。
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
戦
死
し
た
工

一
更
に
日
本
よ
り
混
か
に
す
火
力
戦
戦
い
は
終
わ
り
、
寵
し
た
乃
木
大
太
郎
は
も
ち
ろ
ん
一
家
の
名
誉
で
あ
一

一

に

、

わ

が

第

三

軍

指

令

官

で

あ

る

乃

木

将

は

、

宮

内

省

御

用

掛

を

勤

め

、

後

に

る

。

一

一
大
将
は
肉
弾
戦
で
戦
い
、
そ
の
年
、
十
学
習
院
院
長
を
兼
任
す
る
が
、
そ
の
閉
そ
の
後
、
父
役
次
は
乃
木
夫
妻
の
…

ひ

ま

じ

ゅ

ん

し

南

町
二
月
に
こ
れ
を
陥
落
さ
せ
、
占
領
し
世
努
め
て
暇
を
つ
く
り
、
戦
死
し
た
部
下
殉
死
の
報
を
聞
き
、
岩
井
貞
三
を
通
し
一

…
界
を
驚
か
せ
た
。
し
か
し
多
く
の
貴
い
の
霊
を
慰
げ
る
た
め
に
墓
参
し
て
い
た
て
乃
木
夫
妻
の
霊
前
に
香
典
学
長
し
一

同
人
命
を
失
い
、
そ
の
こ
と
で
非
難
さ
れ
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
上
げ
た
。
乃
木
家
で
は
快
く
御
採
納
さ
…

…
た
こ
と
も
昌
実
で
あ
っ
た
。
;
こ
の
頃
、
話
は
変
去
が
則
之
内
一
れ
た
と
の
達
筆
の
礼
状
が
届
け
ら
れ
…

一
万
木
和
典
は
こ
の
戦
い
で
長
男
膨
民
ヶ
谷
生
ま
れ
の
岩
井
克
三
と
呼
ば
れ
る
た
。
黒
尾
家
で
は
今
も
な
お
乃
木
大
将
一

や
す
す
け

で
一
干
六
歳
)
を
南
山
で
、
次
男
保
典
人
が
い
た
o

安
政
五
年
正
月
生
ま
れ
で
の
蛋
と
共
に
宝
に
し
て
大
切
に
保
存
…

一
(
二
十
四
歳
)
を
二

0
=
一

高

地

の

総

攻

明

治

の

終

わ

り

頃

に

は

五

十

歳

代

の

働

し

て

い

る

。

一

目

撃

で

、

戦

死

さ

せ

て

い

る

。

き

盛

り

、

宮

内

省

皇

室

お

付

き

の

ご

町

γ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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品

町
誌
発
刊
の

お
知
ら
せ

町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
す
す
め
ら
れ
て
い
た
新

町
誌

「川
内
町
新
誌
」
の
編
集
作
業

が
ほ
ぼ
完
了
し
、
い
よ
い
よ
刊
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
町
誌

は
、
六
年
の
歳
月
を
か
け
、
調
査
、

資
料
収
集
、
校
合
な
ど
を
経
て
、
町

内
外
の
す
ぐ
れ
た
研
究
者
に
執
筆
を

お
願
い
し
て
お
り
、
第
一
編
の
自
然

/ 、

ー

編
か
ら
、
歴
史
・
行
財
政
・
産
業
経

済
・
教
育
・
民
俗
な
ど
川
内
町
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
を
八
編
に
分
け
て
収
録

し
、
約
一
、
六

0
0
ペ
ー
ジ
の
大
冊

と
し
て
三
月
末
刊
行
の
予
定
で
す
。

宝
泉
古
墳
や
川
上
神
社
古
墳
か
ら
高

速
自
動
車
時
代
の
今
日
ま
で
、
こ
こ

に
住
む
人
々
の
生
活
が
生
き
生
き
と

再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
行
部
数
は
、
限
定
三
、

0
0
0

部
で
す
。
御
希
望
の
方
に
は
、
四
、

0
0
0円
(
町
外
価
格
五
、

0
0
0

円
)
で
お
頒
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
購
入
予
約
の
受
付
を
次
の
と

お
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

購
入
希
望
の
方
は
、
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

O

別
に
新
町
誌
発
刊
案
内
を
印
刷

し
て
、
町
内
各
戸
に
配
付
し
ま
す
の

で
、
そ
の
う
ち
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
な

事
項
を
記
入
し
て
、
区
長
さ
ん
に
提

出
す
る
か
又
は
直
接
役
場
総
務
課
ま

で
お
申
込
み
下
さ
い
。

配
本
は
、
四
月
下
旬
開
始
の
予
定

で
す
。
役
場
総
務
課
で
代
金
と
引
換

え
に
お
渡
し
し
ま
す
。

な
お
郵
送
御
希
望
の
方
は
、
代
金

と
郵
送
料
(
一
冊
五
三

O
円
)
が
届

き
次
第
小
包
便
で
発
送
し
ま
す
。
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つ
い
て
御
説
明
し
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
に

同
和
対
策
協
議
会
、
昭
和
四
十
六
年

に
同
和
教
育
研
究
協
議
会
を
結
成

し
、
こ
の
三
つ
の
協
議
会
が
両
輪
と

な
り
い
わ
れ
な
き
差
別
を
な
ぐ
す
る

た
め
の
同
和
教
育
を
、
町
民
の
皆
様

の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

同
和
教
育
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
昭
和
五
十
一
年
度
(
地
区
公

民
館
単
位
)
、
昭
和
五
十
七
年
度
(
行

政
区
単
位
)
か
ら
実
施
し
て
い
る
地

区
別
懇
談
会
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
懇
談
会
も
実
施
以

来
十
六
年
を
経
過
し
た
現
在
、
方
法

均'浮ぺ叫川為川
J'J
ザ
J
1

マF1
汚
リ分
川
河
伸
4

、泳
、今、今、
4
w
j

ゆ午、
l
Y
1
労
み
ハ
冷
河
川
o
T
OT
O
T
O
T
O日

0
0申
o
o
T
o?
のす
oT
40
0T
OT
e
T
O
T
O
T
O市

o
o
T
O
T
ム
6
0
略。。すよ
o
c
T
OJ

等
に
つ
い
て
一
考
を
要
す
る
時
期
が

や
来
て
い
る
の
で
な
い
か
と
、
一
言
わ
れ

町

一

…

…

…

…

一

一

一

機

表

彰

教

の

横

顔

…

…

…

…

一

…

住

民

と

の

ふ

れ

あ

い

を

通

じ

て

独

居

村

て
お
り
ま
す
。

。明日……………一……一……………
……
…
…
…
一
…
…
…
、
…
…
…
…
…
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
川
町
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
…
…
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
老
人
へ
の
友
愛
活
動
、
健
康
増
進
の
キ
特
こ
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
が
同
じ
で

品。

?
U

4
F

愛

媛

県

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

会

長

表

彰

た

め

に

ク

ロ

ツ

ケ

l
指
導
、
神
社
、
半
は
な
い
か
、

一
回
も
参
加
し
な
い
者

付

高

須

賀

平

太

さ

ん

(

保

免

)

仏

閣

道

路

の

清

掃

作

業

を

行

う

等

、

い

も

い

る

の

で

は

な

い

か

、

と

い

う

御

v

第
三
十

一
回
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
又
町
老
連
の
会
十
、
司
会
長
と
し
て
や
意
見
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

キ

.，v

三

百

や

や

k
l
g
JI
h
-
-，

大
会
に
お
い
て
、
保
免
の
高
須
賀
平
そ
の
事
業
運
営
に
率
先
努
力
し
、
他
ゃ
に
同
和
教
育
を
受
け
て
い
な
い
方
々

キ

¥

べ

fwa--'

L

キ

ヘ

峰
、
内
位

a園
田

太
さ
ん
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
永
年
の
模
範
と
し
て
活
陸
さ
れ
た
功
労
之
の
対
応
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と

+

戸

J~圃

・

園

勤
続
者
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
認
め
ら
れ
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
も
の
キ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
和

キ

f

一種一“‘.閣

や

キ

/
t
h
i
w

、4
・
・
圃
可

高

須

賀

さ

ん

は

、

多

年

に

わ

た

つ

で

す

。

や

教

育

に

対

す

る

基

本

的

な

事

項

を

、

品

o

l-
-

、
a・
可

。中

。中

‘司、

て

、

地

区

老

人

ク

ラ

ブ

会

長

と

し

て

や

十

項

目

に

ま

と

め

て

小

冊

子

を

作

成

叶

ク

ラ

ブ

活

動

に

専

念

し

、

特

に

地

域

ゆ

し
、
全
戸
へ
配
付
し
た
わ
け
で
す
o

r
T
4
0
0ハ
6
ふ
0
4
0
4
0
40
0γ
4
0
4
0
40
0
T
40
0
γ
40
AVγ
o
T
4
ν
。すみ
Av
o
T
4
0
0
す品
。品。。
?
4
0
0
す
4
0
Ao
o
T
よG
O
γ
0
酬。。
γ
ふ
0
4
0
0γ
。時0
4
C
4
0
4
6
4
1T
cザ
M
吋

• 
-• 

同和教育

教育委員会

先
日
、
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
「
み
ん
な
で
と

り
く
む
同
和
教
育
」
の

小
冊
子
と
、

「身
元
調

査
お
こ
と
わ
り
い
た
し

ま
す
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
お
配
り
い
た
し
ま
し

た
。
是
非
御
活
用
い
た

だ
き
、
差
別
の
な
い
明

る
い
町
づ
く
り
の
た
め

に
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。な

ぜ
こ
の
よ
う
な
小

冊
子
と
ス
テ
ッ
カ
ー
を

作
成
し
皆
様
方
の
御
家

庭
に
お
配
り
し
た
か
に

7 
是
非
御
一
読
い
た
だ
き
、
同
和
教

育
の
推
進
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。身
元
調
査

お
こ
と
わ
り
い
た
し
ま
す

と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
結
婚
等
に

お
け
る
不
当
な
身
元
調
査
を
防
ぎ
、

人
権
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。
是

非
玄
関
等
自
に
つ
き
ゃ
す
い
と
こ
ろ

に
貼
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
御

協
力
方
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
う
差
別
な
ん
か
な
い
で
は
な
い

か
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

し
か
し
、

「差
別
が
も
う
な
い
」

と
い
う
意
見
は
、
「
自
分
に
は
関
係

な
い
」
と
い
う
無
責
任
な
、
そ
し
て

部
落
差
別
の
現
状
を
正
確
に
把
握
し

て
な
い
人
の
発
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
差
別
が
な
い
の
で
は
な
く
、

表
面
に
出
て
い
な
い
だ
け
で
、
極
め

て
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
が
、
心
の
底
か
ら
差
別
を

な
く
す
る
気
持
ち
に
な
っ
て
、
差
別

さ
れ
て
い
る
人
の
身
に
な
っ
て
取
り

組
み
、

一
日
も
早
い
差
別
の
完
全
解

消
の
日
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

-5一



Jクメラ
レ1f(-}、

1時間16分58秒

1時間21分28秒

川上ミニパス A1時間21分13秒

川上ミニパス B1時間23分57秒

2/2 
第 1回スポーツ少年団駅伝大会
男子

優勝

2位

女子

優勝

2位

川上ソフト A

東谷ソフト A

U
保
育
園

節
分
ま
め
ま
き

調嵩陣冬期損揖醐神経醐揖揖醐醐揖揖両翼坤鳴神宅陣頭神希同揖糊司

硬式テニス教室ごあんない j
援
護
自
自
費
話
器
自
費
目
事
燃
費
自
慢
自
護
班
耳
目
自
慢
話
器
棚

時

場

学

期

4

ス

中

日

醐

~

一

一

川

田

…

時

テ
2

て

l

線
期

後

則

し

庇

有

期

午

南

務

4

…

一

回

夕

、

初

課

目

掛

日

ン

か

(

せ

育

門

出

掛

M

セ

る

本

わ

教

一

樹

育

い

基

合

会

同

時

7

体

て

の

い

社

'

陣

月

者

し

ス

開

会

江

時

3

労

住

ニ

び

員

引

神

年

勤

在

方

テ

及

委

醐

時

4

所

町

格

に

の

容

式

料

み

育

醐

成

内

資

内

上

硬

料

無

込

教

時

平

川

加

町

以

加

し

蹄

ド
川
同
い
い
片
同
|
|
…一点

非

釣

健

望

。

て

待

醐

年

川

(

希

す

し

優

糊

少

の

上

で

ま

を

、

糊

ら

生

向

方

し

い

し

掛

か

学

の

の

行

扱

だ

崩

来

中

祉

上

発

取

た

糊

従

・

福

以

を

で

o

糊

小

。

人

才

付

課

い

o

酬

は

、

す

老

剖

一

M

業

さ

す

糊

で

て

ま

ら

満

M

産

だ

で

醐

合

し

い

か

、

引

場

く

効

醐

組

と

て

度

め

ゆ

役

出

有

期

間

環

し

年

た

札

、

し

み

糊

協

一

に

4

る

鑑

は

申

の

糊

業

の

い

成

図

待

方

お

人

糊

漁

動

扱

平

を

優

の

で

本

掛

川

運

料

、

)

、

望

の

名

瀬

信

止

無

に

進

は

希

す

記

糊

重

防

を

更

増

に

御

ま

は

漸

行

り

康

者

い

券

糊

景
益
事
A

援
護
費
話
器
事
A
W

最高瓜事
A
W

童
話
器
自
費
目
W

童
話
器
事
憾

6 

2/9地域づくり文化講演会

「地域資源を活かしたふるさとづくり」と題して、岡鉄

の歴史村地域振興事業団専務理事藤原洋氏の講演が

行われました。
F嵯糊糊醐揖輔嵩糊神経醐坤礎糊醐神経同揖醐神経醐醐蝋糊捕t健樹

j高齢者優待鍍キLの
j 発行ごあんない
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• 
2/9第8回温泉郡婦人教育研究大会2/10消防自動車入魂式

消防団第 7分団機械班に、最新鋭のポンプ自

動車が配備されました。

CD-1型四輪駆動車

モリタ式ポンプ A-2級

「夢」をテーマに162名が少年式を迎える。

記念行事として行われた。少年太鼓(上)

083名によるパネルフォーラム(左)

4・6

通

信

制

課

程

の

…

生
徒
募
集
に
つ
い
て
松
山
東
高
等
学
校

州
本
校
通
信
制
課
程
で
は
、
平
成
四
年
度
入
学
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
県
内
唯
一
の
通
信
制
高
等
学
校
と
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
開
設
仙

川
以
来
二
千
四
百
四
十
一
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
在
校
生
は
県
内
各
地
で
仕
事
や
家
事
に
従
事
し
な
が
ら
勉
学
に
励
ん
山

川
で
い
ま
す
。
十
六
歳
か
ら
六
十
歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
や
職
業
の
人
達
川

酬
が
、
本
校
に
学
び
、
高
等
学
校
卒
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
一
般
教
養
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
山

仙

に

本

校

に

通

っ

て

い

る

方

も

多

数

い

ま

す

。

川

募

集

要

項

川

一
、
入
学
資
格

ハ
門
中
学
校
を
卒
業
見
込
み
ま
た
は
卒
業
し
て
い
る
方

口

高

等

学

校

に

入

学

し

た

が

、

途

中

で

退

学

等

を

し

た

方

叫

同
学
歴
に
関
係
な
く
自
分
の
好
き
な
科
目
を
学
習
し
て
み
た
い
方

制

二

、

募

集

期

間

等

川

平
成
四
年
二
月
十
二
日
附
か
ら
平
成
四
年
四
月
三
日
幽
ま
で

本
校
通
信
制
課
程
ま
で
必
要
書
類
等
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参

州
三
、
修
業
年
限
四
年
間

川

四

、

募

集

人

員

三

O
O名

川
五
、
入
学
選
考
等

書
類
に
よ
る
選
考
を
い
た
し
ま
す
が
、
必
要
に
よ
り
履
修
指
導
を
い
た
し
川

伽

ま

す

。

叩

叩
六
、
授
業
料
等
約
九

0
0
0円
(
諸
費
用
込
み
の
年
間
必
要
額
)

問
い
合
わ
せ
先
〒
七
九

O

伽

酬
松
山
市
持
田
町
二
丁
目
二

l
一
二
愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程
山

T
E
L
四三一
ー
ー
O
一

八

七

(

代

表

)

四

五

|
O
一
一
二
一
(
直
通
)

入
学
案
内
等
を
郵
送
希
望
の
方
は
一
七
五
円
切
手
同
封
の
上
①
住
所
②
氏
剛

山
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
入
学
か
編
入
学
か
等
を
記
入
の
上
本
校
に
請
求
し
叩

'
て
下
さ
い
。
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婦
人
会

だ
よ
り

地
球

や
さ
し
く

ゴ
ミ
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い

ろ
い
ろ
と
御
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す。
平
成
二
年
度
に
、
新
し
い
焼
却
炉

が
稼
動
す
る
の
を
機
会
に
「
減
ら
そ

う
ゴ
ミ
、
生
か
そ
う
資
源
」
を
合
い

言
葉
に
、
ゴ
ミ
の
中
か
ら
資
源
を
取

り
出
し
て
、
ゴ
ミ
の
減
少
と
有
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
有
資
源
は
、
川
内
保
育
園
・

川
上
小
学
校
・
婦
人
会
で
回
収
し
て

お
り
、
牛
乳
パ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
五

月
と
十
一
月
に
集
め
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

そ
こ
で
A
7
ま
で
、
ゴ
ミ
の
中
に
ど

う
し
て
も
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
発
泡
ト
レ
イ
を
、
中
山
町
の

リ
ス
工
場
で
再
生
し
て
い
る
こ
と

を
、
新
聞
で
読
み
早
速
婦
人
会
は
、

十

一
月
に
、
パ
ス
一
一
台
で
再
生
の
様

子
を
、
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
「
環

境
保
護
や
資
源
節
約
に
少
し
で
も
役

立
ち
た
い
。
発
泡
ト
レ
イ
の
リ
サ
イ

ク
ル
は
、
企
業
の
社
会
的
使
命
で
も

あ
る
。
従
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
の
回

収
量
に
な
る
か
は
不
確
定
だ
が
、
永

続
性
を
持
っ
て
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

始
め
、
広
げ
て
い
き
た
い
。
」
と
の

気
持
ち
で
始
め
ら
れ
た
と
か
。
高
松

や
高
知
か
ら
も
発
泡
ト
レ
イ
が
運
ば

れ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

川
内
で
も
、
回
収
し
て
頂
き
た
い

な
あ
:
・:と
、
希
望
し
て
い
ま
し
た

と
こ
ろ
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ザ

川
内
と
か
た
や
ま
に
御
協
力
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
発
泡
ト
レ
イ
の
回
収
を
開
始
し

て
い
た
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

あ
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
、

焼
却

トレイ回収に
一週ご協力下さいE溜

炉
で
燃
す
と
な
る
と
、
大
気
汚
染
も

心
配
で
す
し
、
高
温
で
燃
え
ま
す
の

で
、
焼
却
炉
も
痛
み
ま
す
。
し
か
し
、

再
生
工
場
へ
運
び
ま
す
と
、
も
う
一

度
、
生
ま
れ
か
わ
っ
て
世
に
出
て
来

る
の
で
す
。
お
も
ち
ゃ
や
、
植
木
鉢

や
プ
ラ
ン
タ

l
に
生
ま
れ
変
わ
り
大

変
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
水
洗
い
す

る
手
間
は
入
り
ま
す
が
、
資
源
愛
護

の
優
し
い
気
持
ち
で
、
み
ん
な
で
協

力
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
環
境
保
護
や
資
源
節
約
の

意
味
も
あ
り
、
川
内
の
お
庖
で
は
、

か
ご

ト
レ
イ
に
包
装
し
な
い
で
、
篭
盛
り

や
縛
っ
た
だ
け
、
あ
る
い
は
簡
単
な

袋
入
り
だ
け
の
食
品
も
売
っ
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
ト
レ
イ
に
目
を
奪
わ
れ

な
い
で
、
口
問
物
を
見
て
購
入
し
た
い

も
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
考
え
て
地
球
に
や
さ
し

い
買
い
物
を
:
・
。
ち
ょ
っ
と
考
え
て

焼
却
炉
に
や
さ
し
い
ゴ
ミ
を
出
し
:
・

・
。
ち
ょ
っ
と
考
え
て
川
に
や
さ
し

い
台
所
の
汚
水
処
理
を
し
て
流
す

・。
等
々
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
生
活
を
し
て
み
た
い
も
の

で
す
。あ

な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
や
さ
し

さ
が
、
地
球
を
守
り
ま
す
。
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

~8~ 

タ
オ
ル
一
枚
運
動

ま
ご
こ
ろ
集
っ
て
て
四
五
二
枚

先
月
号
の
広
報
「
か
わ
う
ち
」
の

十
一
頁
に
施
設
訪
問
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
訪
問
の

時
、
タ
オ
ル
一
枚
運
動
で
集
め
さ
せ

て
頂
い
た
タ
オ
ル
も
贈
り
ま
し
た
。

「
会
員
さ
ん
が
一
枚
ず
つ
持
ち
寄
っ

た
タ
オ
ル
で
す
・
:
。
」
と
伝
え
ま
す

と
、
故
郷
の
人
の
温
か
い
心
を
、
す

ご
く
喜
ば
れ
ま
し
た
。

働
問
附
置
配
坦

昨
年
に
続
き
年
末
・
年
始
に
、
書

き
損
じ
葉
書
と
出
し
そ
び
れ
葉
書
の

収
集
箱
を
、
公
民
館
と
役
場
の
入
り

口
に
置
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
有
線

放
送
だ
け
の
呼
び
か
け
で
し
た
の

で
、
ご
存
じ
な
か
っ
た
方
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

郵
便
局
で
引
き
取
っ
て
頂
き
、
お

金
に
換
算
す
る
と
、
玉
、
四
六

O
円

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
、
四
六

O

円
は
、
町
の
福
祉
協
議
会
へ
贈
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
内
町
婦
人
会



チャンスノ

いのちを救えるのは

あなたかも知れない

制骨髄移植推進財団

ひ
と
り
ひ
と
り
の
ち
か
ら
が

お
お
く
の
か
け
が
え
の
な
い

い
の
ち
を
救
い
ま
す

白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
先

天
性
免
疫
不
全
症
:
:
:
こ
れ
ら
の
血

液
の
難
病
は
、
毎
年
約
六
千
人
患
者

さ
ん
が
新
た
に
発
生
し
ま
す
。
し
か

し
、
医
学
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、

骨
髄
移
植
(
こ
つ
ず
い
い
し
ょ
く
)

と
い
う
画
期
的
な
治
療
法
に
よ
っ
て

根
治
が
望
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
す
。

そ
こ
で
、
骨
髄
移
植
を
必
要
と
し

て
い
る
患
者
さ
ん
と
骨
髄
(
液
)
を

提
供
し
て
く
だ
さ
る
愛
と
善
意
に
あ

ふ
れ
た
方
々
と
を
結
ぶ
「
虹
の
か
け

橋
」
骨
髄
パ
ン
ク
が
ス
タ
ー
ト

I
U
中
小
Y
レ
れ
ん
。

• 
@ 

こ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め

に
、
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
骨
髄
パ
ン
ク
に

つ
い
て
御
理
解
と
御
支
援
、
そ
し

て
、
実
際
に
骨
髄
提
供
者
(
ド
ナ

1
)

と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
心
よ

り
お
願
い
し
ま
す
。

骨
髄
提
供
希
望
者
(
ド
ナ

i
希
望

者
)
登
録
方
法

O
骨
髄
の
提
供
を
希
望
さ
れ
る
方
は

ま
ず
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
読
み

下
さ
い
。
骨
髄
提
供
に
関
す
る
詳
細

な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
、
登
録
申
し
込
み
専
用
は
が

き
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
下
さ
い
。

口
登
録
の
た
め
の
基
準

.
男
女
と
も
一
一
十

1
五
十
歳
ま
で

の
健
康
な
方

-
男
性
四
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

女
性
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の

方
・
骨
髄
提
供
に
つ
い
て
家
族
の
同

意
を
得
て
い
る
方

O
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
は

同
骨
髄
移
植
推
進
財
固
ま
た
は
愛

媛
県
薬
務
課
に
官
製
は
が
き
で
御
連

絡
下
さ
い
。
(
な
お
、
骨
髄
提
供
に

関
す
る
ビ
デ
オ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
覧
下
さ
い
。
連
絡
先
は
骨
髄

移
植
推
進
財
団
で
す
。
)

O
官
製
は
が
き
の
書
き
方
は
・--
---

i
表

|
一T
一
六

O

新
宿
区
新
宿
一
ノ
二
九
ノ
八

公
衛
ビ
ル
内
側
骨
髄
移
植
推
進

財
団

ま
た
は
干
七
九

O

松
山
市

一
番
町
四
丁
目
四
|
二

愛
媛
県
保
健
環
境
部
薬
務
課

|

裏

|

骨
髄
提
供
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
希
望

.・・
あ
な
た
の
・
・・

住
所
・・・
干

氏
名
・
:
(
性
別
)

年
齢
・・・
歳

〈
お
問
い
合
わ
せ
は
〉

糊
骨
髄
移
植
推
進
財
団

T

E

L

O
三
|
三
三
五
五

五

O
四
一
閃

コ
ー
ヒ
ー
を

か
ん
が
え
る

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

は
じ
め
に

コ
ー
ヒ
ー
飲
用
の

歴
史

人
類
共
通
の
飲
物
と
し
て
お
茶
類

に
は
古
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

よ
う
に
煎
っ
た
豆
か
ら
の
抽
出
液
を

飲
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ほ

ど
古
い
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
ヒ
ー
の
原
産
地
は
北
ア
フ
リ

カ
の
エ
チ
オ
ピ
ア
で
、
標
高
千
五
百

メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
原
に
自
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に

渡
り
、

ア
ラ
ビ
ア
高
地
人
が
用
い
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

熟
し
た
コ
ー
ヒ
ー
の
果
実
は
甘
く

酸
味
が
あ
り
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
食
べ
ら

れ
ま
す
。
果
実
に
も
、
カ
フ
ェ
イ
ン

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
古
い
時

代
に
は
、
そ
の
効
果
を
期
待
し
て
秘

薬
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
種
子
は
硬

く
、
渋
く
青
臭
い
の
で
、
と
て
も
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
硬
い
種
子
(
コ
ー
ヒ
ー
生

豆
)
を
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
、
煎
っ

て
、
飲
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
十
五
世
紀
か
ら
十
六

ば
い
せ
ん

世
紀
に
か
け
て
、
熔
煎
(
高
温
で
煎

る
)
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
習
慣

が
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
か
ら
イ
ラ
ク
、

-9 



エ
ジ
プ
ト
、

ト
ル
コ
へ
と
伝
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
の
飲
用
は

そ
の
後
急
速
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ギ

リ
ス
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
国
へ
も
広
が

り
ま
し
た
。
た
ば
こ
(
煙
草
)
と
同

様
、
そ
の
普
及
の
速
さ
は
驚
く
ば
か

り
で
す
。

O
日
本
へ
の
コ
ー
ヒ
ー
の
伝
来

わ
が
国
に
は
、
十
八
世
紀
後
半
に

オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
鎖
国
中
で
あ
り
、
外

国
人
と
接
触
の
あ
る
人
以
外
に
は
縁

'レレ
A
F

，、ad
£
ん
刊

ν
'ん

遠
い
も
の
で
し
た
。
太
田
燭
山
人

は
、
長
崎
奉
行
所
で
は
じ
め
て
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
ん
だ
と
き
の
感
想
を
「
焦

げ
臭
く
て
味
わ
う
に
堪
え
ず
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
に
入
る
と
、
コ
ー
ヒ
ー

は
し
だ
い
に
噌
好
飲
料
と
し
て
定
着

し
て
き
ま
し
た
。
明
治
十
年
(
一
八

八
七
年
)
に
は
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
輸
入

が
始
ま
り
、
三
十
年
代
に
は
大
都
市

に
喫
茶
庄
が
開
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
食
生
活
の
洋
風
化
も

あ
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
習
慣
的
に
飲
用

す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

来
月
号
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
種
類
と

成
分
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
。

司、

平
成
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、

二
月
十
六
日
か
ら
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
六
日

で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

〔
正
し
い
確
定
申
告
を
〕

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者

.. 

が
、
自
ら
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所

得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告

し
、
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制

度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年

一
年

間
の
所
得
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、

早
め
に
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な

か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り

し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
税
額
の
十

五
%
又
は
、
十
%
(
不
正
な
行
為
が

あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
四
十
%
又

は
三
十
五
%
)
の
割
合
の
加
算
税
が

課
さ
れ
、
更
に
、
延
滞
税
も
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す。〔
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
〕

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

て
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成

三
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
金
額

か
ら
、
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特

別
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除

そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を

差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
に
算

出
し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
を
超

〉えヲ
G
〉
」
美
」

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
一
千
五
百
万
円
を
超
え
る
場

合
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万

円
を
超
え
る
場
合
な
ど

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控

除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
(
等
)

特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
ま
す
。
こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
は
二
月
十
六
日
以
前
で
も

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
ず
か
ら
、

申
告
書
は
早
め
に
書
い
て
、
で
き
る

だ
け
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万

円
以
下
で
あ
る
な
ど
の
た
め
、
確
定

申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
人
で
も
、

還
付
を
受
け
る
た
め
に
確
定
申
告
を

す
る
場
合
に
は
、
給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
に
つ
い
て
も
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

n
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1
よ

固
定
資
産

課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
三
月

一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
の
問
、

役
場
税
務
課
に
お
い
て
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
自

分
の
土
地
や
建
物
の
価
格
を
お
確
か

め
に
な
り
た
い
方
は
、
期
間
中
無
料

で
御
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。



金

あれこれ

年
• 

国
民
年
金
保
険
料
の

お
知
ら
せ

農
林
漁
業
や
自
営
業
者

・
学
生
な

ど
第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

カ
皆
さ
ん
が
、
将
来
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
加
入
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
確
実
に
納

付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
老
後

は
も
ち
ろ
ん
、
万
一
の
場
合
の
障
害

年
金

・
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、
今
す
ぐ

納
め
ま
し
ょ
う
。

。
四
月
か
ら
九
千
七
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
四

年
四
月
か
ら
、
月
額
九
千
七
百
円
に

な
り
ま
す
。

。
割
引
前
納
制
度

保
険
料
の
前
納
制
度
を
利
用
す
る

と
、
有
利
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
毎

月
納
め
に
行
く
手
間
も
省
け
、
納
め

忘
れ
も
な
く
て
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
、
御
利
用
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
国
民
年

金
係
ま
で
。

3月健康センターだより

2日伺) 滑川健康相談

(海上 ・九騎・生活改善センター)

3日ω 栄養学級 (センター)

6日働 こころの健康相談 (センター)

11日k付 健康教育(腰痛について) (センター)

12日附 育児相談 (センター)

13日幽 成人健康相談 (センター)

毎月曜日 不用犬買い上げ (センター)

毎水曜日 健康相談・栄養相談 (センター)

母子手帳交付 ・妊婦健康相談

(センター)

機能回復訓練事業(ガリラヤ荘)

0下旬から各地区公民館において、保健

衛生地区実践会総会を開催する予定で

す。

当番医

1日(日) 西野医院(横河原) 64 ~ 2152 

8日(日) 山本内科(北方) 66 ~ 2066 

15日(日) 泉内科(南方) 66~2226 

20日後) 国立療養所愛媛病院(横河原) 64~2411 

22日(日) 友愛内科 ・小児科(水泥町) 76~6262 

29日(日) 北上靖博整形外科(平井町) 75~3753 

y 

戸

籍

の

窓

(
一
月
分
受
付
敬
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

天 問 土 保 天 天 原 下 茶
住

森 木フ仁木 森
神 屋 谷 免 神 十申 沖 沖 堂 所

中 近 佐 本目 菅 菅 渡 高 宇多 高 中 大 保
須

村 藤 {白 原 田 田 吉日 岡 原 賀 i甫 西
護

匡 国 I専 良 美 美 女子 f申 光 盛 一
t封 桔t

成 広 H召 広 男 男 日よ 行 t住 幸 1告 1T 者

長 長 長 長 長 長 長
続

女 女 女 女 女 女 男 女 男 女 男 女
柄

綾 美 恵 水 ホ市/ノ 愛 素 真 千 {右 名
帆 光 愛

香 央 美 理 香 香 士 子 波 自日 前

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 生. . . . 
年

1 1 1 1 1 1 l 1 1 1 12 12 . 月

26[19 ]12111 1161161 9 6 8 1 27 28 日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

奥リ 井 t'r 宮 板 道 住

之 内 之

内 上 鼻 東 戸 向 所

亀 野 高 名 キ目 芦田古 氏

田 口 須 本 原 野

イ ワ 賀 イ
吾冒畠す

カ

サ カ 青島 チ ツ

子 コこ 雄 ヨ 秋 ノ 名

72 82 83 91 74 78 
年
齢

亀 野 高 名 十日 菅 世

口 須 本 原 野
田

古手
賀

繁 事子 二E七3 

手管

熊

事 t住 t住 樹 秋 日百 主

4 4 4 4 4 4 死. 亡
1 1 l l 1 1 年. 月
22 21 13 7 3 1 日

市
l
よ

1
1
 



一
輪
車
押
し
行
く
人
や
冬
帽
子

大

下

典

子

枯
蔓
を
引
け
ば
離
る
る
雲
一
つ

芦

田

幸

子

春
装
や
茶
事
華
や
か
に
進
行
す

樋

口

史

子

夜
勤
明
け
て
ひ
と
り
の
雑
煮
祝
ひ
け

り

青

野

八

重

人
見
知
り
の
顔
ね
ん
ね
こ
に
埋
ま
り

ぬ

日

野

万

砂

し
っ
ぽ
り
と
夜
来
の
雨
や
松
の
内

渡
部
て
る
み

毛
糸
編
む
う
な
じ
に
夕
日
動
き
け
り

野
口
宮
子

冬
木
立
の
烏
鳴
き
去
り
人
恋
し

池

上

美

子

群
れ
潟
の
飛
ひ
立
ち
風
の
光
り
け
り

池

川

鯛

谷

「
川

柳

も

づ

く

吟

社

」
み
て
食
べ
て
鴬
比
め
て
悔
古
木
新
学
期
ま
で
は
我
慢
よ
祖
の
丈

「

一

月
例
会
喜
撰
亭
選

L

山

本

柴

芳

平

岡

深

舟

新
し
い
子
の
名
も
入
れ
て
年
賀
状
新
曲
に
浮
沈
を
か
け
だ
キ
ャ
ン
ベ
|
お
年
玉
用
に
新
札
替
え
て
く
る

山

本

ひ

ろ

志

ン

近

藤

十

歩

高

瀬

喜

撰

亭

新
年
を
迎
え
定
年
か
け
足
で
新
調
の
服
着
て
孫
は
背
を
伸
ば
し

篠

森

美

登

里

佐

伯

一

裳

ひ
と
め
ぼ
れ
新
物
喰
い
の
気
を
そ
そ
二
日
酔
い
梅
干
し
入
れ
た
島
尻
駅
す
す

り

高

岡

艶

女

る

田

野

岡

田

州

新
製
自
売
り
出
し
ま
す
と
御
案
内
暖
冬
』ヘ
梅
も
季
節
を
早
と
ち
り

渡

部

佐

久

良

佐

々

木

田

舟
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市
訪
ひ
そ
び
れ
逢
ひ
そ
び
れ
早
梅
二
月

田
中
笹
子

白
梅
の
香
や
楼
門
の
い
か
め
し
く

戒

能

多

喜

寒
明
け
や
阿
修
羅
の
眼
コ
や
ぶ
に
ら

み

渡

部

東

穂

乗
馬
に
て
島
巡
り
け
り
紅
槽

官

野

美

岬

白
椿
そ
の
静
け
さ
の
茶
室
か
な

大

石

美

紗

鵬
り
に
箸
持
つ
手
を
休
め
け
り

渡

部

栄

樹

工
事
場
の
豆
電
球
や
春
の
泥

松
田

次
生

三
月
例
会
ご
案
内

三
一
月
七
日

同

午
後
七
時

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

題

①
途
中

②
簡
単

③
信
用

④
助
太
万
(
古
風
吟
)

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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一

J
1l
i

を
楽
し
む
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
一

一

』

器

廃

謡

温

揚
げ
ヒ
バ
リ
と
い

っ
て
、
か
ご
か

一

一

hwN必
踊

ら
空
に
飛
び
立
た
せ
、
ま
た
か
こ

一

一

1

1

"

に
戻
ら
せ
る
と
い
う
遊
び
も
あ
り

一

一

雲
雀
:
:

天
顎
と
も
書
き
ま
す
。

ま
し
た
。

一

一

ヒ
バ
リ
は
、
春
が
く
る
と
空
の
上
こ
の
よ
う
に
、
ヒ
バ
リ
を
捕
え

町

一

で
、
ピ

l
チ
ク
パ
l
チ
ク
と
さ
え
て
飼
育
す
る
た
め
に
、
ヒ
バ
リ
笛

一

…
ず
る
鳥
と
し
て
お
な
じ
み
で
す
。
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
細
い

…

一

ヒ
バ
リ
の
声
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
竹
の
な
か
に
水
を
入
れ
て
吹
き
、

一

一

ま
す
が
、
さ
て
、
そ
の
姿
は
:
:
:
ヒ
バ
リ
の
さ
え
ず
り
に
似
た
音
を

一

一

あ
ま
り
印
象
に
残
っ
て
い
な
い
と
出
し
て
、
ヒ
バ
リ
を
誘
う
の
で
す
。一

一

い
う
方
が
、
多
い
の
で
は
な

.

.

.

 
現
在
は
、
野
生
動
物
で
あ

一

一

い
で
し
ょ
う
か
。

圃

-

--

る
ヒ
バ
リ
を
捕
え
た
り
、
飼

一

一

ヒ
バ
リ
は
、
麦
畑
や
草
む

地

.
育
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
じ

一

一

ら
の
な
か
に
巣
を
作
り
ま
す
。
ゆ
阻
・
圃

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
の
声

一

目

体
の
色
は
、
外
敵
か
ら
身
を
日
凶
圃
・
・

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

一

一
守
る
た
め
に
、
地
面
の
色
に

掴

回

国

ヒ

バ

リ

は

草

が

緑

に

な

る

一

一

似
た
灰
色
が
か
っ
た
褐
色
で

圃
・
・
圃
と
、
さ
え
ず
り
始
め
ま
す
。

一

一

す
。
派
手
な
鳴
き
声
に
似
ず
、

.

.

 
三

j

五
月
は
、
「
国
土
緑
化
運

一

一
姿
は
地
味
で
す
。

動
強
調
期
間
」
で
す
。
各
地
で
さ

一

一

ヒ
バ
リ
の
雄
は
、
繁
殖
期
に
な
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
一

…

る
と
、
縄
張
り
の
上
を
舞
い
な
が
緑
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、
森
林

一

一

ら
さ
え
ず
り
ま
す
。
巣
に
戻
る
と
と
の
触
れ
合
い
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
一

一

き
は
、
巣
の
位
置
を
知
ら
れ
な
い

;

-

-

f

i

一

…

た

め

に

、

少

し

離

れ

た

と

こ

ろ

に

が

%
W昨
炉
問
十
，
、

一

一

下
り
、
歩
い
て
巣
に
戻
り
ま
す
。

vl仏
似
ー
ヶ
カ
引
税
γ山

一

一

し
か
し
、
飛
び
立
つ
と
き
は
、
巣
以
侮
刈
仰
門
川
川
H
抑
和

M
H
V

一

一

か
ら
直
接
飛
び
出
し
ま
す
。

川

制

限

明

寸

前

J

河

川

一

一

昔

は

ヒ

バ

リ

を

捕

え

て

飼

育

し

働

制

削

騒

動

均

一

一
「
ヒ
バ
リ
か
こ

」
と
い
う
背
の
高

d
w
w刊
杯
日
出
〈
J

一

戸

い
か
ご
に
入
れ
て
、
そ
の
鳴
き
声
い
い

N
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